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GERD LAUCK 
 

第三の国家社会主義者の世代は孫の世代で、1968年に始まり、ナチス禁止

令に反対し、NSDAPの再確立のための戦いを担っている。この世代もま

た、すでに指導的な人格を生み出しており、私たち「新しい戦線」の共同

体は、長い間、適切で機能的で慎重な政治指導者の軍団を擁してきた。し

かし、そのような指導者を名指しして、国家社会主義者の指導の模範的な

例として強調するのは早すぎるように思われる。いつか歴史がこれを決定

しなければならない。振り返れば、切れ目のない忠誠心と疑うことのない

態度で指導者同志として永久に自分を証明したのは誰かを判断できるよう

になるであろうから。  
 

しかし、新しい世代の私たちの国家社会主義運動の初期から、私たちの党

の歴史においてその重要性がすでに確立されている2人の同志がいます。  

 

私たちが考えているのは、1968年に孫の世代で初めて、すでに政治的に死
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んだと思われていた国家社会主義の政治的な戦いに挑んだヴォルフ＝

ディーター・エカルトのことである。確かに、エッカートは政治的指導者

として失敗し、1970年代末にはほとんど身を引いてしまった。しかし、彼

は闘いを始めたという栄光を持ち続けている。 
 

しかし、新世代の国家社会主義者の指導者の真の模範は、NSDAPのアウ

フバウ・ウント・アウスランド・オーガニゼーションの組織的指導者であ

るゲルト・ラウクなのです  
 

アメリカ市民でありながら、自分をAmerikadeutscher、つまりたまたまア

メリカで生まれたドイツ人だと考えているPg.Lauckは、すでに18歳のとき

に、長い夜の終わりから最初の国家社会主義組織の一つであるNS-

Kampfgruppe Großdeutschland（NSKG）に加わった。NSKGは武力転覆を目

指す過激な地下組織であった。彼らにとって、18歳のアメリカーデウッ

チェ・ラウクは、アメリカで外国人組織を結成していた。1973年にFRGで

NSKGが完全に解体されると、外国人組織だけが残り、そこからPg.ラウク

が戦後の実際の国家社会主義者の戦闘組織を作り上げた。  

 

組織の構築は、実質的にゼロから始まった。今日、私たちのまだ小さいな

がらも機能し、うまく機能している運動に参加する若い同志たちは、10年

前には基本的に全く何もなかった 

ことを想像することができないでしょう。 
 

このうち、ゲルト・ラウクは真の指導者であった。まだ存在しない運動の

ために私生活と職業を放棄し、彼自身が長年の闘争の末にようやく築き上

げることができるようになるとは、なんという想像力と意志と決意であっ

たことか。彼は、最初の印刷の可能性を組織し、戦後初の公然たる国家社

会主義新聞であるNS-KAMPFRUFを創刊し、それは今日でも定期的に発行

されている。彼は、細胞構造に基づいて宣伝地下で働く運動という概念を

開発し、資金調達の可能性を見つけた。そして想像を絶する小さな手段

で、闘いは進み、ドイツでより多くの信者を見つけた。  
 

その際、ラックは、政治的基盤の欠如を考慮して、自らを新しい指導者と

宣言したり、自分の小さな部隊を新しく設立されたNSDAPと見せかけた
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りする誘惑に一貫して抵抗した-どちらも、我々の偉大な過去の戯画で

あったろう！。むしろ、彼は自分の任務を未来の党への奉仕と理解した。

この規律、たとえ党が再び存在しないとしても、個人のリーダーシップの

虚栄心よりも党の優先順位、個人の信奉者を募集することの放棄、指導者

と組織は活動家の目には自分自身を証明しなければならず、見返りを求め

る前に彼らの信頼を得なければならないという原則、これらすべてがラウ

クの施行した新生運動であった。これらすべては、私たちがNSDAP/AOか

ら独立して、国家社会主義運動の法的部門を創設し、党創設のための闘争

において決定的な一歩を踏み出した後、私たちの手本となったのです。 
 

しかし、この再建作業のための基礎がすでに築かれ、真の国家社会主義指

導者の原則が再び意識されるようになったという事実を、私たちは誰に

負っているのかを決して忘れてはなりません-それはゲルト・ラウクと彼

のNSDAP/AOに負っています。1970年代のゲルト・ラウクの闘争がなけれ

ば、1980年代の最初の突破口は考えられなかっただろう。 
 

  そして、長年にわたって我々の共同体は見出しを独占し、国家社会主義

運動の主要な勢力に成長したが、我々は常に、単一の統一された運動の1

つの合法的な部門に過ぎず、そのもう1つの違法部門は、Pg.ラックの指導

の下、NSDAP/AOのままである。我々の運動のこの部分もまた、過去数年

間に大きな進歩を遂げ、今日、かなりの技術的、物質的な可能性を持って

おり、かつてのように、米国の本部を通じて法的に揺るぎない地位を得て

おり、それは常に我々の安全網となるであろう。私たち全員と同じよう

に、ゲルト・ラウクも国家社会主義者の指導者としての人生の始まりにあ

り、最終的な歴史的評価を下すにはまだ早すぎるのです。しかし、彼の指

導者としての仕事の最初の1年半の業績と真の指導者としての態度は、彼

を国家社会主義の偉大な指導者の中に数えることを正当化し、私たち全員

にとっての模範であり動機付けとなるものである! 

 

この章では、偉大な指導者の人格の例を通して国家社会主義の指導を理解

することを学びました。そうすることで、私たちにとって最も尊敬に値す

る、真のロールモデルとなる人物を選び出しました。NSDAPの3人の歴史

的指導者に加えて、戦後の国家社会主義の3人の仲間、すなわち、現在も

存命の国家社会主義者の各世代から1人ずつが、その指導者となった。  
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人間的には、これらの同志は、国家社会主義指導者の集団の中で、最も印

象的ではあるが、ほんのわずかな部分に過ぎず、これ以上異なることはあ

り得ないが、彼らの人生において、彼らは皆、その任務と闘いの歴史的条

件と前提条件のあらゆる相違にもかかわらず、国家社会主義指導者の倫理

原則の形成力を証明し、今も証明しているのだ。  

 

彼らは、まず第一にすべての同志であり、エリートであったし、エリート

であるが、共同体のためのエリートであった。彼らの人生において、彼ら

は、急ぎ足の形成と国家共同体の理念の間の緊張を統合し、その結果、真

の国家社会主義の指導を可能にしたのです 
 
 

THE NEW FRONT 
 

ドイツ民族の政治的前衛組織としての任務を果たすことができるようにな

るためには、国家社会党は、国家社会主義的人間観の三つの異なる現れで

ある労働者主義、兵士主義、指導者主義のうちの一つの倫理原則を生活の

中で実現する人々の有機的共同体にならざるを得ないのです。このような

人々だけが、真の国家社会主義者であり、NSDAPの党員となり、党員で

あり続けるに値する。  

 

党の基礎は、労働者--すなわち、それぞれの場所で、その傾向や能力に応

じて、「自己利益より共通利益」の 

原則に従って、国家共同体のために精神的または肉体的に全力で働き、そ

れによって党の指導権主張に自らを従属させる 

人々によって形成されます。  

 

国家社会主義の反乱のための党の闘争の先鋒は、政治的兵士によって形成

される-国家社会主義騎士団の騎士として、革命に奉仕するためにすべて

を犠牲にし、あえてする覚悟のある闘士たちである。鉤十字の旗に誓う者

たちには、まだ自分たちのものであるものは何も残っていないのだ  

 

政治参謀、つまり国家社会主義の精神的指導者の秩序は、政治指導者たち



5 

によって形成される。労働者や戦闘員として、人々を指導する能力を発揮

した指導者、真のヴォルキッシュ・エリートに成長する指導者の個性、し

かしそれにもかかわらず常にフォルクスゲノーセン、党の同志、同志のま

まで、決して個人の野望に奉仕せず、常に党のみ、したがって我々の聖な

る思想に奉仕する者たちだ。 
 

第二次世界大戦の完全敗北とそれに続くNSDAPの完全破壊は、この有機

的共同体を破壊した。戦後も国家社会主義者は存在したが、党がもはや存

在せず、SRP禁止令以来、それを更新しようとする試みもなかったため、

彼らはもはや国民の政治的前衛組織を形成することはなかった。国家社会

主義党はもはや必要なく、ナチスの禁止令は他の手段や戦術的なトリック

によって巧妙に回避され、ドイツの自由が回復されると考えられていたの

は明らかである。しかし、ドイツ民族の自由、統一、独立への道は、その

権力政治的前衛組織の再形成によってのみ導かれることが、この長い年月

の間に明らかになった。国家社会党は、わが民族の生きる意志の担い手で

あり、それがなければ、この意志は消え、ドイツはその没落へとよろめ

く。SRP禁止令以来、いわゆる「国民的野党」の悲劇的な歴史は、今頃、

このことを我々に確信させるはずである。それは、時折、幻想的な花を咲

かせるにもかかわらず、どうしようもない衰退と破壊的な力に対するます

ます絶望的な防衛の歴史以外の何物でもない。 
 

1968年以来、新しい世代という国家社会主義運動の再生によって、私たち

を取り巻くこれらのマイナス世界の勢力に対して新たに攻撃に転じ、悪を

その根源から攻撃するための前提条件が作られたのである!それだけでわ

が国の生存と繁栄が可能になるのだ!  

 

そして、ドイツの国家社会主義者が、思想と運動の再生だけでは不十分で

あり、ドイツの病気の奇跡の治療者として新しい指導者を期待することは

できないと理解するまで、さらに長い年月が必要だった。国家社会主義が

再起する可能性があるならば、PARTEIは新たに生まれなければならな

い。このことを認識し、原理として広く実施したことは、ラオックの

NSDAP/AOの歴史的功績として残っている。しかし、地下で活動する

NSDAP/AOの細胞構造は、国家社会主義を存続させ、それを宣伝的に促進

する安全性を提供したが、行動できる政治的実体として党を実際に再確立
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する現実的で予見できるチャンスはなかった。 
 

国家社会主義党の具体的な再創造への道は、1977年5月8日に私が誕生さ

せ、以来、歴史的な継承者となり、新しいNSDAPの核となった我々の思

想共同体によってのみ指摘された。この共同体は、NEW FRONT-国家社会

主義党の輝かしい再生のための政治的前線である。 
 

  私たちは、この戦線における約9年間の辛く犠牲的な闘いの中で、長い道

のりを歩んできました。党の設立は、当初は遠く、ほとんど神話的な目標

でしたが、今ではかなり具体的に手の届くところにあり、実際、早ければ

今日にでも達成できるかもしれません。 
 

ドイツの組織された国家社会主義者が、政治的リーダーシップの主張に対

して圧倒的に屈服し、それを具体的に肯定したとき、そして我々の共同体

が、目に見える客観的な政治的突破戦に勝利したときに初めて、この再創

立を実際に実行するときが来る。それは今日すでに可能であり、したがっ

て我々の以前の大胆な夢を実現する。新たに創設された国家社会主義党

は、生まれ変わったNSDAPとなり、その党員はこのことを知っているだ

ろう。それは、再び、わが人民の生きる意志の担い手となり、したがっ

て、わが民族の前衛となり、人民の同志は、このことに気づき、ついにこ

れを認識するであろう。これに対して、時折、別の名称やカモフラージュ

用語が使われ、さらに戦術的、外観的な妥協が必要になろうとも、それは

小さな重要性に過ぎないだろう。重要なのは、精神と、それに満たされた

組織であり、それゆえに任務を遂行することができるのである。 
 

それは、国家社会主義者の生活態度の精神であり、国家社会主義者の労働

者、兵士、指導者の倫理原則の精神であり、党の再生を現実のものとする

精神である。 
 

  なぜなら、この長い道のりの最初の段階を成功裏に歩むことができるた

めには、戦闘員とその明確な自己像が必要だったからである。1983年12月

にANS/NAが禁止されたとき、そしてそれ以降、SAの再生は今日、完成し

たとみなすことができる。それ以来、われわれの努力は、賛助会員の募集

に集中され、それによって党の基礎を作り、それは十分な数の一般党員同
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志の増加によってのみ確保されるものである。しかし同時に、このよう

な活動や闘争の中で、各階層で指導者となりうる同志が現れてきてい

る。 
 

私たちのリーダー部隊は、闘争と日々の仕事の中で生まれ、日々そこで

その力を発揮しています。ここでもまた、最も小さな始まりから、生存

と発展が可能な核が作られ、今日、私たちの運動のさらなる運命をその

手に握っているのである。発展が妨げられることなく続くか、それとも

挫折によって麻痺し、発展の初期段階に逆戻りするかは、この指導者集

団の団結と結束にかかっている。しかし、その場合でも、道は明確であ

り、ゴールに到達するまで何度でもたどることになる。私たちは、この

道が実現可能であり、有望であるという模範を示したのです。これから

先、この道を進み、ついにゴールに到達する同志が必ずいるはずです。 
 

しかし、最終的に、勝利したのは 

 

国家社会主義革命! 
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